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第
一
回
臨
時
会
・
六
月
定
例
会 

平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
案
（
約
三
億
四
千
万
円
）
等
を
審
議 

三
十
三
議
案
中
、
原
案
可
決
等
は
二
十
八
議
案
（
一
議
案
は
修
正
可
決
・
四
議
案
は
否
決
） 

五
條
市
議
会
は
、
第
一
回

臨
時
会
を
五
月
二
十
九
日
に
、

第
二
回
六
月
定
例
会
を
六
月

八
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
会
し
、三

十
三
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。 

第
一
回
臨
時
会
で
は
、六
月

三
十
日
に
支
給
さ
れ
た
市
長
、

副
市
長
、
職
員
及
び
我
々
議

員
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を

引
き
下
げ
る
条
例
改
正
案（
三

件
）や
、市
長
が
専
決
処
分
し

た
地
方
税
法
改
正
に
伴
う
五

條
市
税
条
例
等
改
正
の
報
告

案
件（
三
件
）が
審
議
さ
れ
、い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

ま
た
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第
二
回
六
月
定
例
会
で
は
、
市

長
か
ら
市
政
の
報
告
と
提
出
議
案

の
説
明
を
受
け
、
一
般
質
問
（
五

議
員
）
、
議
案
審
議
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。 

市
長
か
ら
は
、
約
三
億
四
千
万

円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
を
始
め

公
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定
や
十

津
川
村
の
消
防
事
務
受
託
を
前
提

と
し
た
職
員
定
数
条
例
の
改
正
な

ど
、市
民
生
活
に
大
き
く
関
わ
る
二

十
四
議
案
が
提
出
さ
れ
十
九
議
案

を
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
等

と
し
、一
議
案
は
修
正
可
決
、ま
た
、

市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
な
ど
四
議
案
に
つ

い
て
は
否
決
し
ま
し
た
。 

一
方
、
特
別
委
員
会
等
か
ら
提

出
さ
れ
た
三
議
案
に
つ
い
て
は
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

十
九
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

な
お
、
臨
時
会
及
び
定
例
会
で

も
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

に
対
し
三
件
の
修
正
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
否
決
し

ま
し
た
。 

（
議
決
さ
れ
た
議
案
は
、
「
広

報
五
條
」
七
月
号
の
四
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
） 

                      職
員
定
数
条
例
の 

改
正
を
可
決 

 

十
津
川
村
の
消
防
事
務
受
託

を
前
提
に
、
現
在
の
消
防
職
員

の
定
数
を
六
十
九
人
か
ら
百
人

に
増
員
し
よ
う
と
す
る
条
例
改

正
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、

委
員
会
で
は
「
協
定
書
」
と
の

並
行
審
議
を
求
め
、
慎
重
審
議

を
期
す
る
た
め
に
継
続
審
査
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
が
、

本
会
議
で
は
、
機
を
逸
せ
ば
優

秀
な
職
員
を
採
用
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、

賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。 

 

六
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
、

議
員
か
ら
、
平
成
十
九
年
度
及
び

二
十
年
度
に
お
け
る
土
木
工
事
の

う
ち
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百

六
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の

規
定
（
百
三
十
万
円
）
を
超
え
る

三
件
の
工
事
に
関
し
、
こ
れ
ら
を

指
名
競
争
入
札
で
は
な
く
随
意
契

約
と
し
た
判
断
に
つ
い
て
、
随
意

契
約
の
理
由
及
び
業
者
選
定
等
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

市
長
か
ら
は
、
緊
急
性
が
あ
り
、

近
く
の
業
者
ま
た
は
工
事
箇
所
の

地
権
者
が
市
の
登
録
業
者
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
者
と
随
意
契

約
を
締
結
し
た
旨
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
が
、
市
長
の
「
緊
急
性
が

あ
る
」
と
し
た
判
断
が
、
施
行
令

が
規
定
す
る
「
緊
急
性
」
に
該
当

す
る
の
か
ど
う
か
、
契
約
業
者
の

施
工
能
力
の
判
断
理
由
、
ま
た
、

平
成
二
十
年
度
の
工
事（
二
件
）に

つ
い
て
は
、
市
が
合
見
積
り
も
取

っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
契
約
金
額
が
妥
当
で
あ
る
と
判

断
し
た
理
由
を
明
確
に
す
る
た
め

の
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
、納
得
で
き
ず
、い
っ
た
ん
本
会
議

を
休
憩
し
、議
会
運
営
委
員
会
を
開

き
、対
応
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
地
方
自
治
法
第
九

十
八
条
第
一
項
の
「
議
会
の
検
査

権
」
を
、
所
管
す
る
建
設
経
済
常

任
委
員
会
に
委
任
し
、
議
会
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
随
意
契
約
が
妥
当

で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
を
検
査
す

る
こ
と
と
し
、
そ
の
後
再
開
し
た

本
会
議
で
、
議
長
発
議
に
よ
り
、

議
会
の
検
査
権
を
建
設
経
済
常
任

委
員
会
に
委
任
す
る
こ
と
を
提
案

し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。 

こ
の
「
議
会
の
検
査
権
」
と
は
、

市
長
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
の

議
会
が
持
つ
権
限
の
一
つ
で
、
議

会
が
書
類
な
ど
を
検
閲
し
、
併
せ

て
、
市
長
な
ど
か
ら
報
告
を
求
め
、

事
務
の
管
理
等
を
検
査
す
る
権
限

の
こ
と
で
、
そ
の
発
動
に
は
、
議

会
の
議
決
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
平
成
十
九
年
度
に
施

工
さ
れ
た
三
在
町
地
内
の
道
路
改

良
工
事
「
市
道
住
川
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
な
ら
八
号
線
（
契
約
金
額
　
百

四
十
六
万
五
百
五
十
円
）」
、平
成

二
十
年
度
に
施
工
さ
れ
た
新
町
三

丁
目
地
内
の
道
路
改
良
工
事
「
市

道
新
町
一
号
線
（
契
約
金
額
　
二

百
五
十
七
万
九
千
八
百
五
十
円
）」

と
野
原
町
地
内
の
道
路
改
良
工
事

「
市
道
野
原
滝
線
（
契
約
金
額
　

三
百
八
十
七
万
四
千
五
百
円
）」
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
随
意
契
約
す

る
に
至
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
す

る
書
類
の
提
出
を
市
長
に
求
め
、

委
員
会
で
検
査
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、九
月
定
例
会
中
に
、委

員
会
か
ら
結
果
報
告
さ
れ
る
予
定

で
す
。 

市
長
の
随
意
契
約
に
対
し
議
会
が
検
査
権
を
発
動 

特
別
職
、一
般
職
、議
会
議
員
に
支
給
す
る
六
月
期 

期
末
手
当
の
支
給
率
の
削
減
を
原
案
の
と
お
り
可
決 

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
公
布
に
伴
い
、本
年
六
月
に
支
給
さ
れ
た
期
末
手
当
の
支
給

率
を
引
き
下
げ
る
た
め
の
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、特
別
職（
市
長
・
副

市
長
等
）及
び
議
会
議
員
は
〇
・
一
五
月
分
、一
般
職
の
職
員
は
〇
・

二
月
分
の
引
き
下
げ
を
、そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

な
お
、特
別
職
及
び
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
率
引
き
下
げ
に
つ

い
て
は
、一
部
の
議
員
か
ら
、
職
員
と
同
様
に
〇
・
二
月
分
引
き
下

げ
る
べ
き
と
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、賛
成
少
数
で
否
決

し
ま
し
た
。 

  

前
回
に
引
き
続
き
市
長
か
ら
、次
の
選
挙
か
ら
定
数
を
十
三
人
に

す
る
改
正
案
と
、現
在
の
議
員
の
任
期
中
に
限
り
議
員
報
酬
を
二
十

パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
改
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、議
会
改
革

特
別
委
員
会
で
も
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、そ
の
結
果
を
待

つ
べ
き
で
あ
る
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
賛
成
少
数
で
否
決
と
な

り
ま
し
た
。 

議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
の
削
減
を
否
決 

県
道
・
県
農
道
が
そ
れ
ぞ
れ
市
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、白
銀
郵
便

局
先
か
ら
唐
戸
自
治
会
境
界
ま
で
を
結
ぶ
尼
ヶ
生
一
号
線
と
市
道
滝
湯
塩

線
か
ら
市
道
西
吉
野
滝
一
号
線
ま
で
を
結
ぶ
西
吉
野
滝
二
号
線
を
そ
れ
ぞ
れ

市
道
に
認
定
す
る
こ
と
と
、尼
ヶ
生
一
号
線
の
県
道
拡
幅
に
伴
い
市
道
十
日

市
西
山
線
の
起
点
変
更
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。 

市
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更
を
可
決 


